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POLARBEAR実験は 150GHz帯の直線偏光に感度を持つ超伝導転移端センサー (TES)ボロメタを 1274個搭
載した超高感度望遠鏡を用いた宇宙マイクロ波背景放射 (CMB)偏光観測実験である。2012年からチリ・アタカマ
砂漠で観測を開始し、2014年 5月から 2017年 1月まではインフレーション起源の Bモード偏光観測を目的とし
た 700平方度の広域観測を実施した。本講演では広域観測のデータ解析の詳細と、得られた方位数 50 ≤ ℓ ≤ 600
の Bモード偏光ゆらぎの角度パワースペクトル、及び、テンソル・スカラー比 rへの制限について発表する。


